
令和２年　２　月号
発 行 千葉県長生郡一宮町
編 集 一宮町役場秘書広報課
電 話 0475（42）2111（代）
人 口 12,480　人（＋　1人）
男 6,178　人（＋　9人）
女 6,302　人（－　8人）

世帯数 5,487 世帯（＋ 14世帯）
面 積 22.97㎢
※令和２年１月１日現在

（　）内は前月比
ホームページ
http://www.town.ichinomiya.chiba.jp

※ 観光協会フォトコンテスト2019　観光協会長賞「命託して」

「 命 託 し て 」
産卵を終えたウミガメが海へ帰ります。
サーフィンが盛んな海岸で、大切な命が生まれています。
自然に恵まれた一宮町、いつまでもこの素晴らしい環境を守っていきたいですね。



東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
や
詳
細

ル
ー
ト
な
ど
に
つ
い
て
、
大
会
組
織
委
員
会
や
千
葉
県
か
ら

公
表
さ
れ
ま
し
た
。

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
は
、
令
和
２

年
３
月
26
日（
木
）に
福
島
県
を
ス
タ
ー
ト
し
、
千
葉
県
で

は
７
月
２
日（
木
）か
ら
４
日（
土
）ま
で
の
３
日
間
実
施
さ

れ
ま
す
。
こ
の
度
、
県
内
を
走
行
す
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火

ラ
ン
ナ
ー
（
千
葉
県
選
考
分
）が
公
表
さ
れ
、
サ
ー
フ
ィ
ン

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
強
化
指
定
選
手
で
あ
る
軽か

る

べ部
太た

い

き氣
さ
ん
が

一
宮
町
ゆ
か
り
の
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

【
見
ど
こ
ろ
】

内
房
地
域
、
南
房
総
地
域
、
外
房
地
域
の
道
路
網
を
活
用

し
一
気
に
巡
り
ま
す
。

千
葉
県
の
海
の
玄
関
口
で
あ
る
海
ほ
た
る
を
ス
タ
ー
ト

し
、
経
済
発
展
の
礎
と
な
っ
た
京
葉
工
業
地
域
、
海
と
緑
に

囲
ま
れ
た
南
房
総
を
通
っ
た
後
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
史
上
初
の

サ
ー
フ
ィ
ン
競
技
が
行
わ
れ
る
当
町
の
釣
ヶ
崎
海
岸
の
砂
浜

を
聖
火
が
走
り
ま
す
。
そ
の
後
、
東
日
本
大
震
災
で
津
波
被

害
を
受
け
た
沿
岸
部
を
北
上
し
、
蓮
沼
海
浜
公
園
で
１
日
目

の
終
了
セ
レ
モ
ニ
ー
（
セ
レ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
）を
行
い
ま
す
。

東
京
２
０
２
０

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
と

リ
レ
ー
ル
ー
ト
の
詳
細
が
発
表

【
千
葉
県
に
お
け
る

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
の

詳
細
ル
ー
ト
】

１
日
目　
７
月
２
日
（
木
）

区
間

ル
ー
ト

※
ス
ロ
ッ
ト
数

１

海
ほ
た
る[
出
発
式]

（
木
更
津
市
）【
海

ほ
た
る
内
を
走
行
】

２

２

君
津
大
橋（
君
津
市
）→
青
堀
駅（
富
津
市
）

17

３

岩
井
海
岸
→
道
の
駅
富
楽
里
と
み
や
ま

（
南
房
総
市
）

13

４

太
東
海
水
浴
場
（
い
す
み
市
）
→
釣
ヶ
崎

海
岸
（
一
宮
町
）【
砂
浜
を
走
行
】

14

５

野
栄
中
学
校

→
野
栄
ふ
れ
あ
い
公
園
（
匝
瑳
市
）

16

６

蓮
沼
交
流
セ
ン
タ
ー

→
蓮
沼
海
浜
公
園
第
２
駐
車
場[

セ
レ
ブ

レ
ー
シ
ョ
ン]

（
山
武
市
）

18

※
ス
ロ
ッ
ト
：
１
人（
組
）の
ラ
ン
ナ
ー
が
走
る
約
２
０
０
ｍ

の
走
行
路

聖火ランナーに選ばれた
軽部太氣さん（21歳）

「 子供のころからサーフィンをしているこの地元の聖火
ランナーとして、大会の成功、世界の平和、そして一宮町
の住民の皆さんの聖火リレーへの思いを胸に一生懸命走
りたい。」

2

ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス
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【
見
ど
こ
ろ
】

日
本
一
の
漁
獲
量
を
誇
る
銚
子
漁
港
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

東
日
本
大
震
災
で
大
き
な
津
波
被
害
の
あ
っ
た
飯
岡
地
区

を
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
が
走
り
ま
す
。
江
戸
時
代
の
面
影
を
残
す

香
取
市
の
小
野
川
で
は
、
ラ
ン
ナ
ー
が
舟
に
乗
っ
て
聖
火
リ

レ
ー
を
行
い
ま
す
。
そ
の
後
、
日
本
の
空
の
玄
関
口
で
あ
る

成
田
空
港
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
参
拝
客
が
訪
れ
る
成
田
山

新
勝
寺
を
通
り
、
競
技
会
場
で
あ
る
幕
張
メ
ッ
セ
で
セ
レ
ブ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

い
よ
い
よ
今
年
開
催
さ
れ
る
東
京
２
０
２
０
大
会
。
千
葉

県
で
は
、
都
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
を
一
部
体
験
・
サ

ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
、
若
い
世
代
の
皆
さ
ん
が
お
も
て
な
し

の
心
や
異
文
化
交
流
、
共
生
に
つ
い
て
肌
で
感
じ
、
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る「
千
葉
県
都
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
」の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
対
象　

２
０
０
２
年（
平
成
14
年
）
４
月
２
日
か
ら

２
０
０
８
年（
平
成
20
年
）４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方

■
定
員　
５
０
０
人（
抽
選
・
事
前
説
明
会
あ
り
）

■
活
動
日　
１
日（
２
〜
３
時
間
程
度
）

■
活
動
エ
リ
ア　
千
葉
市
・
一
宮
町
・
成
田
市
・
成
田
空
港

か
ら
１
つ
を
選
択

■
応
募
方
法　
募
集
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
付
属
の
応
募
用
紙
に

必
要
事
項
を
書
い
て
郵
送

※
２
〜
３
人
で
の
グ
ル
ー
プ
応
募

※
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
県
内
小
・
中
・
高
等
学
校
や
役
場
な
ど

で
配
布
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

■
募
集
期
間　
３
月
16
日(

月)

ま
で

■
そ
の
他　
詳
し
く
は
都
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

特
設
サ
イ
ト（
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）、
ま
た

は
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
・
応
募
先
】

〒
２
６
０-

８
６
６
７（
住
所
記
載
不
要
）

千
葉
県
都
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
応
募
事
務
局

（
千
葉
県
県
民
生
活
・
文
化
課
内
）

�

☎
０
４
３（
２
２
３
）４
１
４
７

【
見
ど
こ
ろ
】

高
層
住
宅
や
商
業
・
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
施
設
な
ど
、
都

市
機
能
が
集
積
し
、
現
在
も
新
た
な
住
宅
開
発
が
進
め
ら
れ

る
な
ど
、
県
内
最
大
の
人
口
集
積
を
誇
り
、
活
気
あ
ふ
れ
る

東
葛
・
葛
南
地
域
を
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
が
走
り
ま
す
。
同
地
域

で
は
、
貴
重
な
水
辺
と
な
っ
て
い
る
手
賀
沼
公
園
、
国
際
学

術
都
市
づ
く
り
が
進
む
柏
の
葉
を
通
り
、
松
戸
中
央
公
園
で

セ
レ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

２
日
目　
７
月
３
日
（
金
）

３
日
目　
７
月
４
日
（
土
）

区
間

ル
ー
ト

※
ス
ロ
ッ
ト
数

１

銚
子
ポ
ー
ト
タ
ワ
ー[

出
発
式
］

→
銚
子
漁
港
→
銚
子
市
役
所
（
銚
子
市
）

23

２

い
い
お
か
み
な
と
公
園

→
い
い
お
か
ユ
ー
ト
ピ
ア
セ
ン
タ
ー
（
旭
市
）

12

３

小
野
川
（
香
取
市
）【
舟
に
よ
り
川
を
走
行
】

4

４

航
空
科
学
博
物
館
（
芝
山
町
）

→
三
里
塚
さ
く
ら
の
丘
（
成
田
市
）

11

５

成
田
市
役
所
→
成
田
山
新
勝
寺
（
成
田
市
）

9

６

国
際
総
合
水
泳
場
（
習
志
野
市
）
→
幕
張
メ
ッ
セ
駐

車
場[

セ
レ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン]

（
千
葉
市
）

28

区
間

ル
ー
ト

※
ス
ロ
ッ
ト
数

１

シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
交
流
広
場
［
出
発
式
］

→
浦
安
市
総
合
公
園 

展
望
デ
ッ
キ
（
浦
安
市
）

24

２

行
田
運
動
広
場

→
船
橋
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
前
（
船
橋
市
）

14

３

鎌
ケ
谷
市
役
所
→
新
鎌
ふ
れ
あ
い
公
園
（
鎌
ケ
谷
市
）

6

４

道
の
駅
し
ょ
う
な
ん
（
柏
市
）

→
手
賀
沼
公
園
（
我
孫
子
市
）

12

５

柏
の
葉
公
園
（
柏
市
）【
公
園
内
を
走
行
】

14

６

松
戸
市
小
山
地
区

→
松
戸
中
央
公
園[

セ
レ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン]

（
松
戸
市
）

21

聖
火
ラ
ン
ナ
ー
と
ル
ー
ト
の
詳
細
は
左
記
の
千
葉
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
（
千
葉
県
選
考
分
）

　
　

https://w
w
w
.pref.chiba.lg.jp/oripara/seika/runnerkouhyou.htm

l

・
千
葉
県
に
お
け
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
の
詳
細
ル
ー
ト

　
　

https://w
w
w
.pref.chiba.lg.jp/oripara/kouhou/rootsyousai.htm

l

千
葉
県
都
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
者
募
集
中
！
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本
日
は
成
人
式
を
迎
え
た
私
た
ち
に
対

し
、
こ
の
よ
う
な
盛
大
な
成
人
式
を
催
し

て
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
ま
た
馬
淵
町
長
を
は
じ
め
多
数
の
ご

来
賓
の
方
々
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
新
成
人

を
代
表
し
て
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。さ

て
、
私
た
ち
の
故
郷
で
あ
る
一
宮
町

で
成
人
式
を
迎
え
、
社
会
で
は
大
人
と
し

て
の
扱
い
を
受
け
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
人
生
を
歩
む
中
で
、
自
分

自
身
が
ど
の
よ
う
な
人
生
を
歩
み
た
い

の
か
、
何
を
大
切
に
し
て
生
き
て
い
く
の

か
、
こ
の
成
人
式
を
機
に
考
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

普
通
に
見
え
る
私
で
は
あ
り
ま
す
が
、

実
は
高
校
２
年
生
の
時
に
病
気
が
見
つ
か

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
何
を
優
先
し
て
生

き
て
い
け
ば
良
い
の
か
私
の
中
で
こ
の
３

年
間
試
行
錯
誤
を
し
て
考
え
て
参
り
ま
し

た
。
こ
の
３
年
間
で
感
じ
た
こ
と
は
、
夢

や
目
標
は
後
か
ら
つ
い
て
く
る
も
の
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。
卒
業
し
て
よ
か
っ
た
、

こ
れ
を
や
っ
て
い
て
良
か
っ
た
と
思
え
る

の
は
す
べ
て
終
わ
っ
た
後
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

や
っ
て
い
た
こ
と
は
無
駄
で
は
な
か
っ

た
、
今
挑
戦
し
て
い
る
こ
と
は
無
駄
で
は

な
い
と
実
感
で
き
る
こ
と
が
一
番
良
い
事

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
中
に
は
、
目
標
実
現
に
向
け

て
勉
強
を
し
て
い
る
人
、
社
会
に
出
て

仕
事
を
し
て
い
る
人
な
ど
が
い
て
、
個
々

そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
ん
で
い
ま
す
が
、
関

わ
っ
て
く
れ
て
い
る
方
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
に
自
分
の
行
動
に
責
任
を

持
っ
て
今
あ
る
道
を
歩
ん
で
い
き
ま
し
ょ

う
。今

日
私
た
ち
が
こ
こ
に
集
い
成
人
式
を

迎
え
ら
れ
た
の
は
、
い
つ
も
支
え
て
く
れ

て
い
る
家
族
、
優
し
い
眼
差
し
で
私
た
ち

の
成
長
・
安
全
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た

先
生
方
、
地
域
の
方
々
の
お
か
げ
で
す
。

こ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
一
宮
町

で
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
、

ま
た
新
成
人
と
し
て
新
た
な
決
意
を
忘
れ

ず
歩
ん
で
い
く
こ
と
を
こ
こ
に
誓
い
、
新

成
人
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
２
年
１
月
１２
日

新
成
人
代
表　
藍
野
優
理

成
人
式
お
め
で
と
う　
　
〜
令
和
２
年
成
人
式
〜

成
人
の
主
張

１
月
12
日
（
日
）
に
中
央
公
民
館
で
成
人
式
が
開
催
さ
れ
、
新
成
人
77
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

記
念
品
の
選
定
や
当
日
の
受
付
、
司
会
進
行
な
ど
を
成
人
式
実
行
委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
、
心
温
ま
る
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

式
典
後
は
、
旧
友
や
恩
師
と
の
記
念
写
真
撮
影
が
あ
り
、
思
い
出
に
残
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

▲ 新成人代表　藍野 優理
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※
各
分
団
の
対
象
地
区
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
第
３
分
団
第
１
部
団
員�

片
岡 

義
就

　
　
第
３
分
団
第
２
部
団
員�

岡
本 

佑
太

　
　
第
３
分
団
第
３
部
団
員�

細
谷 

俊
介

☆
団
長
表
彰

　
精
勤
章

　
　
第
１
分
団
第
２
部
団
員�

渡
邉 

涼
太

　
　
第
２
分
団
第
３
部
部
長�

飯
塚 

直
人

　
　
第
３
分
団
第
１
部
団
員�

中
村 

悦
千

　
優
良
部

　
　
第
２
分
団
第
３
部

☆
長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
団
長

　
配
偶
者
功
労
章

　
第
２
分
団
第
３
部
部
長
夫
人�

飯
塚 

晶
子

　
第
２
分
団
第
４
部
班
長
夫
人�

渡
邉 

ま
ど
か

○
第
４
支
団（
一
宮
町
）の
受
章
者

☆
千
葉
県
消
防
協
会
長
表
彰

　
功
労
章

　
　
支
団
副
本
部
長�

内
山 

靖
之

　
　
第
２
分
団
長�

露
﨑 

元

　
精
勤
章

　
　
第
２
副
分
団
長�

御
園
生 

貴
康

　
　
第
３
副
分
団
長�

菅
江 

仁

☆
管
理
者
表
彰

　
功
労
章

　
　
第
１
分
団
第
３
部
団
員�

髙
梨 

将
史

　
　
第
２
分
団
第
１
部
団
員�

荒
山 

敏
寛

☆
千
葉
県
消
防
協
会　
長
生
支
部
長
表
彰

　
功
労
章

　
　
第
１
分
団
第
１
部
団
員�

大
橋 

陽

　
　
第
１
分
団
第
３
部
団
員�

髙
梨 

祐
介

　
　
第
２
分
団
第
１
部
部
長�
関 

洋
明

　
　
第
２
分
団
第
４
部
団
員�
髙
橋 
克
佳

　
　
第
３
分
団
第
２
部
団
員�

渡
邉 
耕
一

　
　
第
３
分
団
第
２
部
団
員�

永
島 
宏
展

　
精
勤
章

　
　
第
１
分
団
第
１
部
団
員�

久
我 

洋
志

　
　
第
１
分
団
第
２
部
団
員�

秋
塲 

紀
孝

　
　
第
１
分
団
第
３
部
班
長�

田
中 

俊
祐

　
　
第
１
分
団
第
４
部
部
長�

小
安 

且
也

　
　
第
２
分
団
第
１
部
団
員�

関 

祐
一
郎

　
　
第
２
分
団
第
２
部
班
長�

吉
野 

健
史

　
　
第
２
分
団
第
３
部
班
長�

小
林 

良
旭

　
　
第
２
分
団
第
４
部
班
長�

田
中 

孝
明

１
月
11
日
に
中
央
公
民
館
で
第
４
支
団

表
彰
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
日
頃
の

消
防
活
動
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
年
は

総
勢
27
人
の
団
員
と
２
人
の
夫
人
が
受
章

さ
れ
、
そ
の
後
、
長
生
郡
市
広
域
市
町
村

圏
組
合
消
防
出
初
式
が
、
長
生
村
文
化
会

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
消

防
団
長
の
訓
示
の
後
、
管
内
小
学
校
の
作

品
か
ら
選
ば
れ
た
防
火
ポ
ス
タ
ー
表
彰

や
、
消
防
活
動
で
活
躍
さ
れ
た
団
員
や
団

員
の
夫
人
に
対
し
、
表
彰
状
と
記
念
品
の

贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
章
さ
れ
た
皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
ま
た
日
頃
か
ら
消
防
活
動
に
ご

理
解
を
い
た
だ
い
て
い
る
ご
家
族
の
皆
さ

ん
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！　
―
第
４
支
団
表
彰
伝
達
式
並
び
に
令
和
２
年
消
防
出
初
式
―

分
団
名

対　
象　
地　
区

第
１
分
団
東
浪
見
地
区

第
２
分
団
一
宮
・
宮
原
地
区

第
３
分
団
一
宮
・
新
地
・
船
頭
給
・
海
岸
地
区

【あいさつをする支団長】

【長生村文化会館で開催された消防出初式】

【受章する消防団員たち】
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葉
一
族
の
大
須
賀
氏
、
東
氏
ら
が
秀
胤
の

本
拠
地
で
あ
る
上
総
国
玉
崎
荘
大お
お

柳や
な
ぎ

館

（
睦
沢
町
）を
攻
撃
、秀
胤
は
館
に
火
を
放

ち
息
子
ら
一
族
郎
党
１
６
３
名
と
と
も
に

自
害
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
上
総
千
葉

氏
は
滅
亡
し
ま
す
。

一
宮
町
に
お
い
て
、
上
総
千
葉
氏
の
痕

跡
は
残
念
な
が
ら
確
認
で
き
て
い
ま
せ

ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
上
総
氏
の
地
盤
を

引
き
継
い
で
い
る
点
、
本
拠
地
が
大お
お

柳
や
な
ぎ

館
で
あ
っ
た
点
を
考
え
る
と
、
上
総
国
一

之
宮
で
あ
る
玉
前
神
社
の
所
在
す
る
地
域

は
、
上
総
千
葉
氏
に
と
っ
て
重
要
な
場
所

で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

（
教
育
委
員
会　
江
澤
一
樹
）

【
問
合
せ
】教
育
課�

☎(

42)

１
４
１
６

千
葉
秀ひ

で
た
ね胤
は
上
総
千
葉
氏
の
千
葉
常
秀

の
子
で
、
鎌
倉
時
代
に
御
家
人
と
し
て
活

躍
し
た
人
物
で
す
。

上
総
千
葉
氏
は
寿
永
２
年（
１
１
８
４
）

に
源
頼
朝
に
よ
っ
て
粛
清
さ
れ
た
上か
ず
さ総
広ひ
ろ

常つ
ね

の
地
盤（
上
総
国
玉
崎
荘
ほ
か
）を
継

承
し
た
一
族
で
、
千
葉
氏
宗
家
で
あ
る
下

総
千
葉
氏
の
系
譜
を
引
い
て
い
ま
す
。

秀
胤
は
寛
元
２
年（
１
２
４
４
）に
は

幕
府
の
評

ひ
ょ
う

定じ
ょ
う

衆し
ゅ
う（

幕
府
の
最
高
政
務
機

関
）に
加
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
千
葉
氏

で
は
唯
一
で
あ
り
、
当
時
の
秀
胤
は
千
葉

氏
宗
家
を
し
の
ぐ
力
を
有
し
て
い
た
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

そ
の
た
め
一
族
の
代
表
と
し
て
活
動

し
、
三
浦
氏
ら
と
と
も
に
前
将
軍
・
藤
原

頼よ
り

経つ
ね（
１
２
１
８
〜
５　
）を
押
し
立
て

て
、
執
権
・
北
条
氏
と
対
立
し
ま
し
た
。

寛
元
４
年（
１
２
４
６
）の
宮
騒
動（
名
越

光
時
の
反
乱
未
遂
、
藤
原
頼
経
が
鎌
倉
か

ら
追
放
さ
れ
た
事
件
）に
よ
り
反
北
条
氏

勢
力
が
失
脚
す
る
と
秀
胤
も
評
定
衆
を
更

迭
さ
れ
、所
領
を
一
部
没
収
さ
れ
ま
す
。

宝
治
元
年（
１
２
４
７
）
６
月
、
宝ほ
う

治じ

合
戦
で
執
権
北
条
氏
に
よ
り
三
浦
泰や

す

村む
ら

・

光み
つ

村む
ら

が
滅
ぼ
さ
れ
る
と
、
三
浦
氏
と
姻
戚

関
係
に
あ
っ
た
秀
胤
も
追
討
の
対
象
と
な

り
ま
す
。
同
年
６
月
７
日
、
く
し
く
も
千

町
長
室
か
ら
こ
ん
に
ち
は

町
長
室
か
ら
こ
ん
に
ち
は

先
般
、
本
町
の「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」で
、
一
宮
小
の
寺
田
莉
乃
さ
ん
が
、
あ

い
さ
つ
の
重
要
性
に
つ
い
て
素
敵
な
文
章
を

書
い
て
下
さ
り
、
県
の
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
す
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
も
、
日
々
、
あ
い
さ
つ
を
大
事
に
す
る

よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。
朝
、
徒
歩
で
出

勤
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
道
で
お
目

に
か
か
っ
た
方
々
に
は
、
必
ず「
お
は
よ
う

ご
ざ
い
ま
す
」「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
、お
気

を
つ
け
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
」な
ど
と
、

お
声
を
か
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、役
場
に
つ
い
た
ら
、各
課
を
ま
わ
っ
て
、

職
員
の
み
な
さ
ん
に
も
朝
の
あ
い
さ
つ
を

し
て
い
ま
す
。特
に
、子
供
さ
ん
が
た
に
は
、

大
声
で「
お
は
よ
う
！
」
と
呼
び
か
け
、
午

後
で
あ
れ
ば
、「
お
か
え
り
な
さ
い
！
気
を

つ
け
て
帰
っ
て
ね
！
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
す

が
、
子
供
さ
ん
が
た
も
、
決
ま
っ
て
大
き
な

声
で「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」「
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」な
ど
と
、
返
し
て
く

れ
ま
す
。

あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
と
、
お
互
い
の
心
が

通
じ
て
、
温
か
く
な
り
ま
す
。
社
会
と
い
う

の
は
、
み
ん
な
で
作
る
も
の
で
す
か
ら
、
心

を
通
じ
さ
せ
る
こ
と
は
、
最
も
必
要
な
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
、
あ
い
さ
つ

は
人
と
し
て
の
基
本
と
い
う
べ
き
で
す
。
そ

こ
で
私
は
な
に
よ
り
大
事
に
し
て
い
る
わ
け

で
す
。

都
会
で
は
、
道
で
会
う
人
の
ほ
と
ん
ど
が

知
ら
な
い
方
で
す
の
で
、
あ
い
さ
つ
し
な
い

こ
と
が
普
通
で
す
。
私
は
、
都
会
へ
い
っ
て

も
、
つ
い
あ
い
さ
つ
し
た
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
が
、
あ
い
さ
つ
を
す
れ
ば
、
相
手
に

変
な
顔
を
さ
れ
る
だ
け
で
す
。
都
会
で
は
、

や
っ
ぱ
り
し
な
い
方
が
よ
い
の
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
そ
れ
は
一
宮
町
で
は
、
さ
び
し

い
こ
と
で
す
。
小
さ
な
町
で
、
み
ん
な
で
寄

り
添
っ
て
暮
ら
し
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
や

は
り
あ
い
さ
つ
は
必
要
で
す
。
警
察
の
方
に

伺
っ
た
と
こ
ろ
、
町
を
う
ろ
つ
く
空
き
巣
狙

い
に
と
っ
て
、
住
民
か
ら
あ
い
さ
つ
さ
れ
る

の
が
、
一
番
い
や
な
こ
と
な
の
だ
そ
う
で

す
。
あ
い
さ
つ
は
、
防
犯
上
に
も
意
味
も
あ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
方
で
、
最
近
は
、
お
か
し
な
人
と
の
接

触
を
避
け
る
た
め
に
、
知
ら
な
い
人
と
は
あ

い
さ
つ
を
し
な
い
、
と
い
う
考
え
方
も
あ
る

よ
う
で
す
。
子
供
さ
ん
が
た
に
、
そ
う
し
た

ご
指
導
を
さ
れ
て
い
る
保
護
者
の
方
も
お
ら

れ
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
は
、
身
を
守

る
た
め
で
す
の
で
、
も
ち
ろ
ん
全
く
構
い
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
差
し
支
え
の
な
い
範
囲
で

は
、
是
非
と
も
あ
い
さ
つ
を
交
し
合
う
習
慣

を
大
事
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

一宮町長
馬淵 昌也

６

▲大柳館跡の標柱
（睦沢町北山田 235 付近）

No.44

一
宮
町
の
歴
史
特
集

　
「
一
宮
町
ゆ
か
り
の
人
々
⑱
」

千
葉
秀
胤
（
？
〜　
１
２
４
７
）
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１２
月
末
日
を
も
っ
て
、
相
正
夫
さ
ん

（
権
現
前
区
）が
任
期
満
了
に
よ
り
人
権

擁
護
委
員
を
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
３
年
間

ご
尽
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

新
た
に
１
月
１
日
付
け
で
、
川
﨑
正
道

さ
ん（
原
区
）が
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁

護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
、

令
和
２
年
１
月
１
日
か
ら
令
和
４
年
１２
月

３１
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

町
で
は
、
毎
月
第
１
木
曜
日
に
人
権
行

政
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
、
相
談
内
容
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の

で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】福
祉
健
康
課

�

☎（
４２
）１
４
３
１

１２
月
１８
日
、
一
宮
町
障
害
者
福
祉
会
５５

周
年
記
念
大
会
が
一
宮
館
で
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

一
宮
町
障
害
者
福
祉
会
で
功
績
の
あ
っ

た
方
々
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
後
、
大

正
琴
や
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
演
奏
が
あ
り
、

と
て
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

今
後
も
一
宮
町
障
害
者
福
祉
会
の
繁
栄

と
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】福
祉
健
康
課

�

☎（
４２
）１
４
３
１

新
地
に
お
住
ま
い
の
細
谷
俊
夫
さ
ん
を

一
宮
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

に
選
任
し
ま
し
た
。
任
期
は
、
令
和
元
年

１２
月
２２
日
か
ら
令
和
４
年
１２
月
２１
日
で

す
。

【
問
合
せ
】税
務
課�

☎（
４２
）２
１
１
４

髙
貫
孝
さ
ん
、
長
谷
川
増そ

よ

こ

與
子
さ
ん

が
、
千
葉
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会

理
事
長
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
お
二
人

は
、
一
宮
町
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

被
保
険
者
代
表
と
し
て
平
成
２３
年
１０
月
１

日
に
就
任
以
来
、
８
年
間
に
わ
た
り
国
民

健
康
保
険
事
業
の
適
正
円
滑
な
運
営
と
振

興
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
業
績

を
た
た
え
感
謝
す
る
も
の
で
す
。

【
問
合
せ
】住
民
課�

☎（
４２
）１
４
２
３ ▲ 左から町長、長谷川増與子さん、髙貫孝さん

人
権
擁
護
委
員
が
変
わ
り
ま
し
た

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
を
選
任
し
ま
し
た
。

千
葉
県
国
民
健
康
保
険

功
労
者
表
彰

一
宮
町
障
害
者
福
祉
会

55
周
年
記
念
大
会
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り
な
が
ら
も
夢
中
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

勾
玉
と
は
古
代
の
日
本
に
お
け
る
装
身

具
の
一
つ
で
す
。
多
く
は
Ｃ
字
の
形
に
湾

曲
し
た
玉
か
ら
尾
が
出
た
よ
う
な
形
を
し

て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】教
育
課�
☎（
４２
）１
４
１
６

７５
歳
以
上
の
方
は
、
手
続
き
の
必
要
が

な
く
誕
生
日
当
日
か
ら
加
入
し
ま
す
が
、

６５
歳
以
上
７５
歳
未
満
の
一
定
の
障
が
い
が

あ
る
方
も
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加

入
で
き
ま
す
。

な
お
、
加
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申

請
が
必
要
で
す
。

■
対
象
と
な
る
一
定
の
障
が
い
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
、
２
級
、
３
級

を
お
持
ち
の
方

②
身
体
障
害
者
手
帳
４
級
を
お
持
ち
の
方

で
、次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
さ
れ
る
方

・
下
肢
障
害
４
級
１
号

・
下
肢
障
害
４
級
３
号

・
下
肢
障
害
４
級
４
号

・
音
声
、言
語
機
能
障
害

③
療
育
手
帳（
重
度
の
区
分
）を
お
持
ち

の
方

④
障
害
基
礎
年
金
１
級
、
２
級
の
国
民
年

金
証
書
を
お
持
ち
の
方

⑤
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
、
２

級
を
お
持
ち
の
方

【
問
合
せ
・
申
請
窓
口
】住
民
課

�

☎（
４２
）１
４
２
３

き
ま
し
た
。

風
船
爆
弾
と
は
何
だ
っ
た
の
か
、
な
ぜ

一
宮
海
岸
か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ
た
の
か
、

な
ど
分
か
り
や
す
く
お
話
し
い
た
だ
き
、

参
加
者
も
真
剣
に
聞
き
入
り
、
ま
た
多
く

の
質
問
も
い
た
だ
き
、
充
実
し
た
講
演
会

と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
一
宮
の
歴
史
や
文
化
財
を
後
世

に
伝
え
て
い
く
た
め
、
事
業
を
進
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】教
育
課�

☎（
４２
）１
４
１
６

１２
月
１４
日
、
中
央
公
民
館
大
会
議
室

で
、
家
庭
教
育
の
一
環
と
し
て
、
親
子
の

絆
を
深
め
る
交
流
の
場
・
子
ど
も
た
ち
に

様
々
な
体
験
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
、
家
庭
教
育
学
級
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

今
回
は
、「
勾
玉
づ
く
り
」
を
行
い
ま

し
た
。
千
葉
県
教
育
委
員
会
の
事
業「
土

器
っ
と
古
代
宅
配
便
」を
利
用
し
て
、
千

葉
県
文
化
財
課
の
職
員
の
方
を
講
師
に
、

実
施
し
ま
し
た
。

勾
玉
づ
く
り
の
前
に
土
器
の
解
説
と
実

際
に
土
器
を
触
っ
て
比
べ
て
み
る
、
体
験

学
習
も
実
施
し
ま
し
た
。

元
気
い
っ
ぱ
い
の
２５
人
の
子
ど
も
た
ち

と
そ
の
保
護
者
１９
人
の
合
計
４４
人
が
参
加

し
、
時
に
は
楽
し
く
、
時
に
は
真
剣
に
な

１２
月
８
日
、
中
央
公
民
館
大
会
議
室

で
、
風
船
爆
弾
打
ち
上
げ
７５
年
講
演
会

「
風
船
爆
弾
と
一
宮
」を
開
催
し
、町
内
外

か
ら
８５
人
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
師
に
明
治
大
学
平
和
教
育
登
戸
研
究

所
資
料
館
館
長
の
山
田
朗
先
生
を
む
か

え
、
太
平
洋
戦
争
中
に
一
宮
海
岸
か
ら
打

ち
上
げ
ら
れ
た
日
本
陸
軍
の
秘
密
兵
器

「
風
船
爆
弾
」に
つ
い
て
講
演
を
い
た
だ

風
船
爆
弾
打
ち
上
げ
75
年

講
演
会
「
風
船
爆
弾
と
一
宮
」

家
庭
教
育
学
級

「
勾
玉
を
つ
く
っ
て
み
よ
う
」

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加

入
で
き
ま
す

▲　当日使用した勾玉作成キット

8広報 令和２年２月号広報 令和２年２月号

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ



生
産
量
が
需
要
量
を
上
回
り
在
庫
量
が

増
え
る
と
、米
価
の
下
落
を
招
き
ま
す
。

令
和
２
年
産
の
米
価
安
定
の
た
め
に
、
飼

料
用
米
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

■
飼
料
用
米
の
取
組
を
お
勧
め
す
る
理
由

①
飼
料
工
場
や
畜
産
農
家
な
ど
、
大
き

な
需
要
が
あ
り
ま
す
。

②
水
は
け
の
悪
い
湿
田
で
も
作
れ
ま

す
。

③
既
存
の
機
械
や
施
設
を
そ
の
ま
ま
使

え
ま
す
。

④
国
や
県
の
支
援
が
受
け
ら
れ
、
安
定

し
た
収
入
が
確
保
で
き
ま
す
。

⑤
主
食
用
米
の
需
給
が
改
善
し
、
米
価

回
復
が
期
待
で
き
ま
す
。

■
平
成
３０
年
産
以
降
の
米
政
策

平
成
３０
年
産
以
降
、
国
に
よ
る
米
の

生
産
数
量
目
標
の
配
分
は
な
く
な
っ
て

い
ま
す
が
、
生
産
調
整
を
す
る
必
要
が

な
く
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
主

食
用
米
を
作
り
す
ぎ
る
と
、
米
価
が
下

落
し
、
安
定
し
た
稲
作
経
営
が
困
難
に

な
り
ま
す
。

平
成
３０
年
産
以
降
も
、
需
要
に
応
じ

た
米
生
産
の
継
続
が
必
要
で
す
。

　
　【問

合
せ
】産
業
観
光
課

�

☎（
４２
）１
４
２
８

千
葉
年
金
事
務
所
茂
原
分
室
が
、
茂
原

市
役
所
１
階
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
茂
原
駅
南
口
に

移
転
し
ま
す
。
待
合
室
、
相
談
ブ
ー
ス
数

を
拡
大
し
ま
す
。
ま
た
、
呼
称
を「
ね
ん

き
ん
サ
テ
ラ
イ
ト
茂
原
」と
し
、
よ
り
親

し
み
を
持
て
る
相
談
拠
点
と
な
り
ま
す
。

■
移
転
先
業
務
開
始
日

３
月
２
日（
月
）

■
移
転
先
所
在
地

茂
原
市
千
代
田
町
１-

６

茂
原
サ
ン
ヴ
ェ
ル
プ
ラ
ザ
１
階

（
Ｊ
Ｒ
茂
原
駅
南
口
徒
歩
１
分
）

■
受
付
時
間

午
前
８
時
３０
分
か
ら
午
後
５
時
１５
分

（
土
日
祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

■
業
務
内
容

①
年
金
相
談

予
約
優
先
の
対
応
と
な
り
ま
す
の
で
、

事
前
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
予
約
の

際
は
、
基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る
年
金

手
帳
、
年
金
証
書
な
ど
を
用
意
し
て
く

だ
さ
い
。

予
約
受
付
専
用
番
号

�

☎
０
５
７
０（
０５
）４
８
９
０

②
厚
生
年
金
、国
民
年
金
関
係
の

届
出
等
の
受
付

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
日
本
年
金
機
構
千
葉
年
金
事
務
所

�

☎
０
４
３（
２
４
２
）６
３
２
０

町
で
は
、
千
葉
県
男
女
共
同
参
画
地
域

推
進
員
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
方

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
活
動
内
容

月
に
１
回
近
隣
市
町
村
の
地
域
推
進
員

と
一
緒
に
話
し
合
い
を
行
う
推
進
員
会

議
や
研
修
会
、
事
業
報
告
会
へ
参
加
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
任
命
期
間

４
月（
委
嘱
日
）か
ら
令
和
４
年
３
月

３１
日
ま
で

■
応
募
要
件

①
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
に
興
味
の

あ
る
方

②
公
務
員
で
な
い
方

■
申
込
方
法

企
画
課
窓
口
に
申
込
書
が
あ
り
ま
す
の

で
、は
ん
こ
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
応
募
締
切

３
月
９
日（
月
）

【
問
合
せ
】企
画
課�

☎（
４２
）２
１
１
３

養
成
講
座
受
講
者
募
集

認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
を
、
住
民
の
手
に
よ
っ
て
つ
く
っ

て
い
く
こ
と
を
目
指
し
、
町
で
は
、
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
を
行
い
ま
す
。

■
と
き

３
月
１８
日（
水
）

午
後
１
時
３０
分
か
ら（
１
時
間
半
程
度
）

（
受
付　
午
後
１
時
１５
分
か
ら
）

■
と
こ
ろ

保
健
セ
ン
タ
ー
（
集
団
指
導
室
）

■
内
容

認
知
症
の
基
礎
知
識
、
サ
ポ
ー
タ
ー
と

し
て
で
き
る
こ
と
な
ど

■
講
師

一
宮
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職

員
・
千
葉
県
認
知
症
ケ
ア
専
門
士
会
会

員
■
受
講
料　
無
料

■
定
員　
３０
名（
先
着
順
）

■
申
込
期
限　
３
月
１３
日（
金
）

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

一
宮
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

�

☎（
４０
）１
０
５
５

千
葉
年
金
事
務
所
茂
原
分
室

が
移
転
し
ま
す

千
葉
県
男
女
共
同
参
画

地
域
推
進
員
大
募
集
！

飼
料
用
米
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

あ
な
た
も

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

に
な
り
ま
せ
ん
か
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・
リ
ン
ク（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
）を
ク
リ
ッ
ク
し
な
い

・
一
人
で
対
応
せ
ず
、警
察
に
相
談
す
る

・
知
っ
て
い
る
人
で
あ
っ
て
も
、
内
容
が
お

か
し
け
れ
ば
、
電
話
で
直
接
確
認
す
る
等

の
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】県
警
サ
イ
バ
ー
犯
罪
対
策
課

�

☎
０
４
３（
２
０
１
）０
１
１
０

み
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
添
付
フ
ァ
イ
ル
や
リ
ン
ク（
Ｕ

Ｒ
Ｌ
）を
ク
リ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
し
た
り
個
人
情
報
が
盗
ま
れ
た
り
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

昨
年
10
月
こ
ろ
か
ら
Ｅ
ｍ
ｏ
ｔ
ｅ
ｔ（
エ

モ
テ
ッ
ト
）と
呼
ば
れ
る
感
染
力
・
拡
散
力

が
強
い
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
各
国
で
活
発
化
し

て
い
ま
す
。
国
内
で
も
多
く
の
被
害
が
あ
る

よ
う
で
す
。

こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
、
メ
ー
ル
に
添
付
さ
れ

た
り
、
リ
ン
ク（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
）を
ク
リ
ッ
ク
し

て
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
で
、

感
染
し
て
し
ま
い
ま
す
。

メ
ー
ル
の
特
徴
は
、

・
実
在
す
る
企
業
名（
人
物
名
）等
の
メ
ー

ル
を
装
う

・
件
名
に「
Ｒ
ｅ
：
」を
つ
け
て
返
信
メ
ー

ル
を
装
う

・
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
や
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
を
添
付

・
フ
ァ
イ
ル
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
ウ
ェ
ブ

リ
ン
ク（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
）を
記
載

等
が
あ
り
ま
す
。

感
染
す
る
と
パ
ソ
コ
ン
内
に
保
存
さ
れ
た

メ
ー
ル
情
報
等
を
元
に
拡
散
す
る
能
力
を
持

ち
、ウ
イ
ル
ス
感
染
を
拡
大
さ
せ
ま
す
。

不
審
な
メ
ー
ル
が
来
た
ら
ど
う
し　

た
ら
い
い
の
？

不
審
メ
ー
ル
対
応
は
、

・
添
付
フ
ァ
イ
ル
を
開
か
な
い

等
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
回
は
、
メ
ー
ル
を
使
用
し
た
サ
イ
バ
ー

攻
撃（
犯
罪
）に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

ど
ん
な
メ
ー
ル
で
攻
撃
し
て
く
る

の
？

み
な
さ
ん
も
身
に
覚
え
の
な
い
不
審

な
メ
ー
ル
を
受
信
し
た
こ
と
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
不
審
な
メ
ー
ル
に
は
、
気
に

な
っ
て
開
き
た
く
な
る
よ
う
な
内
容
の
も
の

が
多
く
、

・
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
か
ら
の
購
入
確
認
や
請

求
・
運
送
業
者
を
装
っ
た
配
達
通
知

・
取
引
先
を
装
っ
た
請
求
書
の
確
認
依
頼

・
通
信
事
業
者
を
装
っ
た
通
知

等
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
メ
ー
ル
に

は
、

・
添
付
フ
ァ
イ
ル

付
き
の
も
の

・
メ
ー
ル
の
本
文

中
に「
こ
こ
を
ク

リ
ッ
ク
」等
の
文

字
に
リ
ン
ク
が

貼
付
さ
れ
て
い

る
も
の

と
い
っ
た
特
徴
が

今
年
は
、
い
よ
い
よ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年

で
す
。
町
で
は
、
サ
ー
フ
ィ
ン
競
技
大
会
が

開
催
さ
れ
、
世
界
中
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。

過
去
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、

・
大
会
運
営
の
妨
害
を
狙
っ
た
公
式
サ
イ
ト

へ
の
攻
撃

・
偽
物
の
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
設
置

・
偽
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
開
設

・
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
詐
欺
メ
ー
ル
の
送
付

・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
情
報
を
装
っ
た
ウ
イ
ル
ス

付
き
メ
ー
ル
の
送
付

等
が
多
発
し
ま
し
た
。

サ
イ
バ
ー
攻
撃（
犯
罪
）
っ
て
何
？

サ
イ
バ
ー
攻
撃（
犯
罪
）と
呼
ば
れ

る
も
の
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類

や
手
法
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
経
由
し
て
皆
さ
ん
が
使
用
す
る
パ

ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、

・
ウ
イ
ル
ス
付
き
メ
ー
ル
を
送
る

・
ウ
イ
ル
ス
付
き
の
ア
プ
リ
を
作
成
す
る

・
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
改
ざ
ん
す
る

・
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
開
か
せ
て
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
さ
せ
る

サ
イ
バ
ー
攻
撃（
犯
罪
）
と
は
？

〜
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
何
が
起
き
る
？
〜（
第
１
回
）

【サイバー攻撃のイメージ図】

出典：独立行政法人情報処理推進機構（ＩＰＡ）ホームページ　https://www.ipa.go.jp/files/000072668.pdf

千葉県警
マスコット

「シーポック」
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り
見
な
が
ら
里
山
の
春
の
気
配
を
感
じ
て

散
策
す
る
の
が
楽
し
み
な
季
節
で
す
。

【
問
合
せ
】�

吉
田　
☎（
４２
）６
７
８
４

�

小
池　
☎（
４２
）８
１
４
２

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ「
一
宮
ネ
イ
チ
ャ
ー

ク
ラ
ブ
」で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。 

会
員
募
集
中
！

■
と
き　
３
月
８
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
１０
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で

■
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館　
　

■
相
談
内
容

相
談
手
続
と
遺
言
書
作
成
、
農
地
法
・

宅
地
開
発
手
続
き
、
成
年
後
見
制
度
に
関

す
る
こ
と
、
各
種
契
約
書
と
内
容
証
明
郵

便
の
作
成
、
法
人
設
立
に
関
す
る
こ
と
、

建
設
業
に
関
す
る
こ
と
、
在
留
資
格
な
ど

国
際
業
務
に
関
す
る
こ
と
、
各
種
許
認
可

申
請
に
関
す
る
こ
と
な
ど

※
予
約
不
要

※
当
日
ご
来
場
で
き
な
い
方
は
電
話
、
訪

問
に
よ
る
相
談
も
無
料
で
行
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】

千
葉
県
行
政
書
士
会
長
夷
支
部

行
政
書
士　
森
田
俊
介

�

☎
０
９
０（
７
４
１
７
）８
３
３
０

松
子
地
区
の
里
山
で
は
、
毎
年
2
月
頃

に
な
る
と
、
ア
カ
ガ
エ
ル
た
ち
が
一
斉
に

土
の
中
か
ら
這
い
出
し
て
、
水
が
残
っ
た

田
ん
ぼ
で
大
合
唱
を
始
め
ま
す
。
そ
し
て

田
ん
ぼ
の
中
に
、
い
く
つ
も
の
卵
塊
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。

こ
の
時
期
に
は
、
希
少
な
生
物
の
一
つ

で
あ
る
、
ト
ウ
キ
ョ
ウ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ

の
産
卵
も
あ
り
ま
す
。
何
も
な
さ
そ
う
な

冬
枯
れ
の
中
で
も
、
遊
歩
道
の
脇
や
山
裾

を
よ
く
見
る
と
、
草
花
も
地
面
に
張
り
つ

く
よ
う
に
葉
を
広
げ
始
め
て
い
ま
す
し
、

木
々
の
新
芽
も
ず
い
ぶ
ん
膨
ら
み
始
め
て

い
ま
す
。

足
元
や
木
々
の
枝
、
水
の
中
を
ゆ
っ
く

自　衛　官　等　募　集
防衛省・自衛隊では、自衛官（男子、女子）及び予備自衛官補（男子、女子）の募集を下記のとおり
実施しています。

募集種目 応募資格 締　切
（締切日必着） 試験期日（期間） 合格発表等 入校 待遇・その他

予備
自衛官補

一
般
公
募

18歳以上
34歳未満の方

〈第1回〉
4月10日（金）
（締切日必着）

4月18日（土）〜
22日（水）のうち
指定する1日

5月22日（金）

採用候補者
名簿に記載
され上位者
から順次採
用予定者と
なります。

【身分】
非常勤特別職国家公務員
（所定の教育訓練終了後、
予備自衛官として任用）

【訓練手当】
日額7,900円
（教育訓練参加日数分支給）

技
能
公
募

18歳以上で別に
示す国家資格等
有する方（資格
により 55歳未
満までの方）

受付締切 試験日（場所）

自衛官候補生

18歳以上 33歳
未満の方
（ただし、入隊予
定月の 3ヶ月後
の末日現在、33
歳に達している
方は入隊できま
せん。）

2月21日（金） 2月29日（土）
（習志野駐屯地）

試験後にお知ら
せします。

3月下旬〜
4月上旬	

約 3か月の教育終了
後、2等陸・海・空士
に任用

※　詳しくは自衛隊茂原地域事務所までお問い合わせください。
　　自衛隊　茂原地域事務所（千葉地方協力本部）
　　☎（25）0452　　茂原市町保3－217　シティビル2階

▲アカガエルの卵塊

一
宮
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ

『
田
ん
ぼ
の
合
唱
団
』

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会
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※詳しくは厚生労働省ホームページ（受動喫煙対策）

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000189195.html

または千葉県ホームページ（たばこ対策について）

https://www.pref.chiba.lg.jp/kenzu/tabako/tindex.html

をご覧ください。
福祉健康課　☎（40）1055

【問合せ】

「健康増進法の改正」についてのお知らせです。
望まない受動喫煙の防止を目的とする健康増進法の改正が平成 30 年 7 月に成立しました。
この度の改正では受動喫煙による健康影響が大きい子ども、患者等への配慮から、学校・病院・児童福祉
施設等及び行政機関 (第一種施設 )には令和元年 7 月 1 日から原則敷地内禁煙（屋内全面禁煙）になってい
ます。上記以外の施設等 (第二種施設 )には 4 月 1 日から原則屋内禁煙が義務づけられます。

受動喫煙防止は「マナーからルールへ」
健康増進法が改正され、４月１日から受動喫煙の防止のため、多数の人が利用する施

設は原則屋内禁煙となります。（一部の施設は令和元年 7 月１日から適用済）
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健康診査の種類及び対象 一部
負担金 内容 日程 場所

特 定 健 診
集団 国民健康保険加入者で 39〜 74 歳

（75歳誕生日前日まで）の方 1,000 円 ①問診
②尿検査（尿糖・尿
蛋白）

③身体計測（身長・
体重・腹囲）

④血圧測定
⑤医師の診察
⑥心電図検査
⑦眼底検査
⑧採血（脂質・肝機
能・血糖・貧血・
血清クレアチニン 
･ 尿酸値）

6月 1日〜 13日
（6 月 6 日・7 日・

11日を除く）
（10日間）

保健センター

個別 集団健診を受診できなかった方 2,000 円

健 康 診 査
集団

後期高齢者医療制度加入者※ 75歳
以上（一定の障害をお持ちの方は
65歳以上）

無料

個別 集団健診を受診できなかった方 無料

30 歳 代 の
健 康 診 査 集団 30 〜 38 歳で職場等での受診機会

がない方 1,000 円

肝 炎 検 査
（ B 型 ・ C
型 肝 炎 ）

集団

39歳以上で過去に B型・C型肝炎
ウィルス検査を受けたことがない
方、また現在、肝炎の治療中でない
方、職場等で、B型・C型肝炎ウィ
ルス検査を受ける機会がない方

無料 肝炎ウイルス検査
（B 型・C型） 特定健康診査と同日 保健センター

前 立 腺 が
ん 検 診 集団 50歳以上の男性 500円 採血（PSA検査） 特定健康診査と同日 保健センター

胸 部 エ ッ ク
ス 線 検 査

（ 結 核 検 診 ）
集団 64歳以上の方 無料

胸部 X線間接撮影 5月 19日～ 21日
（3日間）

地区集会所
コミュニティセンター
保健センター
GSS センター

胸 部 エ ッ ク
ス 線 検 査

（肺がん検診）
集団 40〜 63歳の方 500円

肺 が ん 検 診
（ 喀 痰 検 査 ）集団

40 歳以上で喫煙指数（1日喫煙本
数×年数）600以上の方 500円

喀痰細胞診
※指定の容器に１日
１回、連続３日間た
んを取ります。

9月 2日・3日
（容器回収）
（2日間）

保健センター

胃 が ん 検 診 集団 40歳以上の方 500円
胃部レントゲン間接
撮影
※バリウムを飲みます。

7月 6日〜 9日
（4日間） 保健センター

大腸がん検診 集団 40歳以上の方 500円
便潜血反応検査
※指定容器に１日１
本、連続２日間採便
します。

10月 1日・2日
（容器回収）
（2日間）

保健センター

乳 が ん 検 診
（超音波検査）集団

30 〜 39・42・44・46・48・
50・52・54・56・58歳の女性 500円

超音波検査
※女性の技師が行い
ます。

4 月 9 日・10 日・
11日・13日・14日
（11日は午前中のみ）

（5日間）
保健センター

乳 が ん 検 診
（マンモグラ
フ ィ 検 査 ）

集団
41・43・45・47・49・51・53・
55・57・59歳以上の女性 500円

マンモグラフィー
※レントゲン車によ
る検査

4 月 9 日・10 日・
11日・13日・14日
（11日は午前中のみ）

（5日間）
保健センター

40歳の女性（助成対象） 無料

個別 40歳の女性（助成対象）で集団検
診を受診できなかった方 無料 集団検診終了後 医療機関

子宮がん検診
集団

21歳以上の女性 500円

医師による細胞診

7月3日・4日・13日・
14日（4日は午前中
のみ）（4日間）

保健センター
20歳の女性（助成対象） 無料

個別 20歳の女性（助成対象）で集団検
診を受診できなかった方 無料 集団検診終了後 医療機関

骨 粗 し ょ う
症 予 防 検 診 集団 20・25・30・35・40・45・50・

55・60・65・70歳の女性 500円 骨密度測定（超音波） 11月 4日・5日
（2日間） 保健センター

■■■ 令和 2 年度　各種検 ( 健 ) 診・特定健診のご案内 ■■■
・4月から町では次の予定表のとおり各種検（健）診を予定しています。(表に
ある対象年齢は令和 2年 4月 1日現在の年齢です。ただし、特定健診、30
歳の健康診査、肝炎検査、胸部エックス線（結核検診）については、3月 31
日現在の年齢となります。）

・過去 3年間（2017・2018・2019 年度）に受診歴がある方には、検（健）
診ごとに受診票を送付いたします。（特定健診、健康診査、骨粗しょう症予
防検診・肝炎ウィルス検査以外の検（健）診。）過去 3年間検（健）診を受
けなかった方で、令和 2年度に受診を希望される方は、検（健）診ごとに広
報等でご案内しますので、その都度お申し込みください。

・令和 2年度新たに検（健）診の対象年齢になる方には、対象となる検（健）
診の受診票を送付いたします。

お問い合わせ先
★各種検（健）診　
　福祉健康課（保健センター）☎ (40)1055
★特定健診・健康診査
　住民課	 ☎ (42)1423
　福祉健康課（保健センター）☎ (40)1055
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今回は『フレイル』についてのお話です。
年齢を重ね、全身の衰えが進むと、やがて介護が必要な状態になります。健康な時より心身は弱ってい

るものの、介護が必要なほどではないという中間の虚弱状態を『フレイル』といいます。高齢者の身体は、

個人差はありますが、弱ってくると、筋肉の量も質も低下し、筋力が衰えます。そして、外出しなくなる

→エネルギーの消費量が減る→食欲が落ちる→栄養不足になるという悪循環が起きます。

『フレイル』の状態に早く気づき対応することができれば、フレイルの状態から健常に近い状態に改善し

たり、要介護状態になる可能性を減らすことができます。生活全般を見直すことで、より長く健康を維持

できるように心がけましょう。

＊フレイルのチェック＊
質　問　内　容 回　答

問 1 （ここ 2週間）わけもなく疲れたような感じがする。 はい いいえ
問 2 半年間で 2〜 3kg 以上の体重減少があった。 はい いいえ
問 3 以前より歩く早さが遅くなった。 はい いいえ
問 4 ウォーキングなどの運動を週 1回以上している。 はい いいえ
問 5 5 分前のことを思い出せる。 はい いいえ

問 1・問 2・問 3が「はい」⇒各 1点　　問 4・問 5が「いいえ」⇒各 1点

【判定】3点以上：フレイル　　1〜 2点：フレイル予備軍　　　0点：健常

★判定が、3点以上になった方は、地域包括支援センターにご相談ください。

フレイルを予防するには・・・

適切な食事や運動、地域活動への参加などにより、

現状の改善や予防ができます。

詳しい予防方法については、次回の広報に掲載します。

【問合せ】地域包括支援センター　☎（40）1055

そ　う　だ　ん　ご　と
人 権 行 政 相 談

◆と　き　３月５日（木）
　　　　　午後１時 30分から

午後４時
◆ところ　保健センター３階
◆対　象　町内在住または在勤の方
※秘密は守られます。
※予約不要

【問合せ】
　総務課　☎ （42）2112

弁護士による法律相談
◆と　き　３月 17日（火）

午後１時 30分から
午後３時 30分

◆ところ　保健センター３階
◆対　象　町内在住または在勤の方

※要予約　１人 20分
【問合せ】
　総務課　☎ （42）2112

町 長 室 開 放 日
　町民の皆さんが日ごろ感じて
いる町政に対する提言・要望・
意見など「生の声」を直接町長
がお聴きします。
◆と　き　３月 12日（木）
　　　　　午後１時30分から午後 5時
※要予約　１人 30分

【問合せ】
　秘書広報課　☎ （42）2175

a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a

a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a

すまいる介護コーナー 介護の情報を皆さんに発信していきます
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お　　知　　ら　　せ
公立いちのみや保育所からのお知らせ

子どもたちの笑顔あふれるいちのみや保育所では、入所前の親子の皆
さんを対象に保育所を開放しています。広いお庭で遊んだり、行事に一
緒に参加しませんか？お気軽にお申込みください。お待ちしております。
保護者といっしょに子どもの成長を喜び合い、子育てをサポートします。

映画会・誕生会に
親子でいらっしゃいませんか？
映画会
◆と　き　３月 11日（水）
　　　　　午前 10時から
◆内　容
　　　　　『パンダちゃんの交通安全』他
誕生会
◆と　き　３月 12日（木）
　　　　　午前 10時から
※要予約（月〜金曜日）

絵本の貸出をしています
保育所入所前の親子の皆さんを対
象に絵本の貸出をいたします。
子ども達は絵本が大好きです。絵
本は子どもの成長には欠かせないも
のです。小さい頃に見た絵本は一生
の宝物。

【３月のテーマ】
『春がきた』
　ポカポカのおひさまと共に春が
やってきました。道ばたのつくし、
小さなお花、ひらひら飛ぶちょう
ちょ、小鳥のさえずり…いろいろな
春が見つかります。絵本の中でもた
くさんの春を探してみてはいかがで
しょうか。

◆と　き　午前９時から午後４時
（月〜金曜日）
◆ところ　はらっぱ文庫
（いちのみや保育所玄関ホール）
※予約不要

庭を開放しています
保育所の広いお庭で遊びませんか？
すべり台・ぶらんこ・ボールや砂場
遊び玩具などがたくさんありますよ。
◆と　き　午前９時から午後３時
　　　　　（月〜金曜日）
※予約不要

親子で遊びませんか♪
いちのみや保育所親子教室

「ひよこ組」

　育児・栄養相談・看護師による身
体計測も行っています。ぜひお気軽
に遊びに来てください。

◆と　き　３月 10日（火）15組
『思い出カードを作ろう』

　　　　　３月 17日（火）15組
『親子でお散歩』

　　　　　午前10時から午前11時
　　　　　（午前９時 45分〜受付）

※要予約（月〜金曜日）
※駐車場 10台可能
※お申込みは前日までにお願いしま
す。保育所入所前のお子さんでした
らどなたでもご参加いただけます。

子育て支援館「おおぞら」
在宅の親子が安心して遊べる場所「おおぞら」は愛光保育園内にある子育て支援館です。お弁当も食べら
れますので、ぜひお子さんと一緒に遊びに来てください。
開館時間
月～金曜日　午前９時から午後３時　予約は要りませんが登録をお願いします。
（ランチタイム正午から午後１時　食事前に絵本の読み聞かせがあります。）

今月のイベント（要予約）※予約は１ヶ月前から受け付けます。
○　まねっこ保育園（対象　１歳から）		  ３月６日（金）午前 10時 30分から
○　おおぞらパーティー（対象　親子）		  ３月 13日（金）午前 10時 30分から

【予約・問合せ】　子育て支援館「おおぞら」　☎（42）7424

子育て支援室「しおかぜ」
　東浪見こども園内にある子育て支援室「しおかぜ」では、在宅の親子向けに毎月イベントを開催していま
す。絵本やおもちゃのご用意もありますので、お気軽にご来館ください。
利用時間　月～金曜日　午前９時から午後３時
今月のイベント
○　ベビマクラブ　３月 11日（水）午前 10時 30分から　参加費 300円（初回のみオイル代 500円）
　　手から伝わる愛情アタッチメントで赤ちゃんとのコミュニケーションを育みましょう。※初回のみ要予約
○　たまひよ部（毎月１回開催）　３月 26日（木）午前 10時 30分から
　　【テーマ】「母乳？ミルク？みんなで話そう口コミ会」　参加費 300円（お茶お菓子付き）

【イベントに関する問合せ】マミーウェイたまひよ部☎ 050（3577）1335　*tamahiyo@mommyway.net
【支援室に関する問合せ】　東浪見こども園　　☎（36）7726

【予約・問合せ】
いちのみや保育所
　　☎ (42)2514

子育て相談室「コアラ組」
◆と　き　３月 13日（金）
　　　　　午前 10時から正午
※要予約（月〜金曜日）
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ボランティアセンターとは？
一宮町ボランティアセンターは、平成24年4月1日に設置され、町民の皆さんのボランティアに対する理解と関心
を深め、ボランティアの育成、援助を行うと共にボランティア活動をしたい方とボランティア活動に来てほしい
方をつなげたり、ボランティア活動に関する情報提供や活動に関する相談などさまざまな取組みを行っています。

社会福祉法人一宮町社会福祉協議会
一宮町ボランティアセンター連絡先 （42）3424

（42）3439 一宮町ボランティアセンターキャラクター
『一宮ボッくん』

 
 
 
 

知っていますか？ 一宮町ボランティアセンター知っていますか？ 一宮町ボランティアセンター No.66

私たち、なかよし会は今年でちょうど結成20年目を迎えます。一宮町ボランティア連絡協議会の

一員として、環境美化に「少しでもお役にたてれば」との思いで活動しています。

現在は JRの踏み切りから役場へ向かう道路の花壇をガザニアできれいに飾ろうと、皆で草取りを

したりしています。この花壇は役場都市環境課や一宮町ボランティア連絡協議会の商工会婦人部の応

援を頂いて、土を入れ替える作業から始めて、3年が経ちました。

花壇作りもそう簡単ではないです。初めは黄色のガザニアがきれいに咲き、順調に見えましたが、2

年目位から雑草が強くなり、今年は再チャレンジの年になりそうです。

白いガザニアの方が強いので、種類を変えて植え替える計画です。「たかがガザニア、されどガザニ

ア」です。幸い白ガザニアを提供して頂く方もいて心強い限りです。

なかよし会のメンバーは、小学生から後期高齢者まで、小さなスコップ・大きなスコップを持って、

皆で和気あいあいと頑張って作業している素晴らしいグループです。失敗にめげず、これからも頑

張って参ります。

一宮町社会福祉協議会では、日常生活上の相談に応じ、適切な助言や援助を行う窓口として、心配ごと相談所を開設してい
ます。秘密は守られますのでお気軽にご相談ください。

と　　　き		  毎月第４木曜日　午前９時から正午まで
と　こ　ろ		  一宮町社会福祉協議会
対　　　象		  町内在住の方

【 問 合 せ 】		  社会福祉協議会　☎（42）３４２４（予約不要）

心 配 ご と 相 談

◇ なかよし会 ◇
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２月のレシピ
一宮町食生活改善会

保健センターだより
がん検診ってどんなもの？

日本人の死因第1位は、いまだに「がん」です。そのがんも、早期発見により、治療に結びつくこ
とで完治するものも増えてきました。そのために「がん検診」は有効ですが、実は知られていないこ
とも多いようです。

＊「検診」は、症状のない、健康な人が対象です
「がん検診」は、「早期がん」、つまり、症状が出る前のがんを発見し、治療に結びつけることを目
的として行っています。そのため、対象者は特に自覚症状のない方となります。がん検診とは、が
んのリスクの低いたくさんの人の中からがんの疑いのある人を見つけるための検査です。町で行
う検診は健康増進法に基づいて行っています。その検診は死亡を防ぐ効果があるということが科
学的に証明されています。また、その効果に加えて、検診のメリット・デメリットのバランスを検
討して対象となる年齢などが定められています。
「やせてきた」「不正出血がある」「咳が続く」「食欲がない」「体調がすぐれない」などの自覚症状
がある方は、まずはかかりつけ医などの医療機関に相談しましょう。

＊定期的に「がん検診」を受診することが大切です
がん検診をただ受けるだけでは意味がありません。受けて「要精密検査」と判断された場合は、
必ず精密検査や診断、必要に応じて治療を受けることが大切です。また、がん検診を受けて「精
密検査不要」「異常なし」となった場合でも、がんのリスクは次の検診の間隔があけばあくほど高
くなっていきますので、いつできるかわからないがんをタイムリーに発見するためには定期的に
検診を受けることが大切です。

＊町のがん検診を受けましょう
13ページに令和2年度の各種検（健）診の予定表を掲載しましたのでご
確認ください。
受診対象の検（健）診は受診しましょう。

れんこんステーキ
〈材料〉 　〈４人分〉

れんこん� 12㎝位 (360g)

にんにく� 2かけら

オリーブ油� 大さじ 1

しょうゆ� 大さじ 1

黒コショウ� 適宜

〈作り方〉１人分エネルギー　63kcal　塩分0.4g
①れんこんはよく洗い、泥などを取り除き、皮つきのまま1㎝厚さ
にきる。
②フライパンにオリーブ油を入れ、れんこんとにんにくを並べてか
ら中火にかける。ジュージュー音がしてきたら弱火にして片面6
〜 7分位焼く。途中でにんにくが焦げそうになったられんこんの
上にのせる。
③香ばしく焼けたら、しょうゆと黒コショウで仕上げる。

ぜひ、皮つきのままおためしください。
れんこんを切ったら水にさらさないですぐに焼いてください。
水溶性食物繊維も余すことなく召しあがってくださいね。
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２月のレシピ
一宮町食生活改善会

保健センターだより保健センター
３月　 の行事

※対象者に通知している行事については、掲載していないものもあります。
詳しくはお問合せください。

【問合せ】　福祉健康課（保健センター）　☎（40）1055

名　　　称 日　　　程 時　　　間 内 　 容  ・ 対　  象 場 　所

育 児 相 談（ 予 約 制 ） 6 日（金） 9：00〜 11：00 子育てに関するさまざまな相談

保　
健　
セ　
ン　
タ　
ー

親 子 ふ れ あ い 教 室 10 日（火）

9：30〜 10：30
あそびの教室
1歳児（きょうだいの参加も可）
と保護者

10：45〜 11：45
あそびの教室
0歳児（きょうだいの参加も可）
と保護者

２ 歳 児 歯 科 健 診

13 日（金）

受付 13：00〜 13：15 平成 29年 12月生まれ

３ 歳 児 健 診 受付 13：15〜 14：00 平成 28年 10月～ 12月生まれ

育 児 相 談（ 予 約 制 ） 18 日（水） 9：00〜 11：00 子育てに関するさまざまな相談

乳 児 相 談 19 日（木）

受付 13：00〜 13：10 4か月児

受付 13：30〜 14：00
7か月児・12か月児
※ 7か月のお子さんと保護者に
は、あわせて『ブックスタート』
があります

献 血 25 日（水） 受付 9：45〜 12：30
希望者
（ご協力をお願いします）

あ そ び の 広 場

　２日（月）・　３日（火）・　４日（水）
　５日（木）・　９日（月）・１１日（水）
１２日（木）・１６日（月）・１７日（火）
２３日（月）・２４日（火）・２５日（水）
２６日（木）・２７日（金）
３０日（月）・３１日（火）

  9：30～ 12：00
13：00～ 16：00
乳幼児と保護者

※絵本の読み聞かせ
25日（水）11：00〜 11：30　ボランティア「赤とんぼの会」
27日（金）10：30〜 11：30　ボランティア「ゆりかご」

　

け ん こ う 運 動 教 室

４日（水）

受付 13：10～ 13：20

65歳以上の希望者
（筋力バランスアップ体操） 保　

健　
セ　
ン　
タ　
ー

17日（火） 65歳以上の希望者
（リズム体操）

25日（水） 65歳以上の希望者
（筋力アップ体操）

東浪見けんこう運動教室

11 日（水）

受付 9：45～ 10：00

65歳以上の希望者
（音楽療法）

東
浪
見

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

24日（火） 65歳以上の希望者
（リズム体操）
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ゴミ収集コース
（１区～ 10区）　 （11区～ 17区・船頭給・新地・宮原・海岸）　 （綱田～新熊・新浜）

： 休日当番医（9：00～ 17：00）※変更する場合もあります。中央消防署指揮情報係☎（24）0119にお問い合わせ
するか、茂原医師会のホームページ（www.mcishikai.com）をご確認ください。

（休日当番医は、緊急の患者さんが対象です。緊急でないときは、翌日かかりつけのお医者さんに受診してください。）

休

●
１コース ２コース ３コース

いちのみや
広報カレンダー 2020

いちのみや 33
※カレンダーは３月の予定です。

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7

人権行政相談

定例議会（初日）

船頭給獅子舞
文化財講座

休あまが台ファミリークリニック
☎（36）7011

8 9 10 11 12 13 14
親子教室「ひよこ組」 一宮中学校卒業式

子育て相談室「コアラ組」

一宮どろんこ保育園卒園式

休 睦沢診療所
☎（44）2236

15 16 17 18 19 20 21
経堂祭 定例議会（最終日）東浪見小学校卒業式

法律相談
親子教室「ひよこ組」

一宮小学校卒業式 愛光保育園卒園式

休 秋 場 医 院
☎（42）3323

休 藤島クリニック
☎（47）3056

22 23 24 25 26 27 28
小中学校修了式
東浪見こども園卒園式

いちのみや保育所修了式 心配ごと相談

休 もといハッピークリニック
☎（36）3537

29 30 31

休 清 水 医 院
☎（42）2950

町の図書室休 町の図書室休

町の図書室休

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

３ コ ー ス
燃えないゴミ

２ コ ー ス
資 源 ゴ ミ

３ コ ー ス
資 源 ゴ ミ

１ コ ー ス
粗 大 ゴ ミ

１ コ ー ス
資 源 ゴ ミ

２ コ ー ス
燃えないゴミ

２ コ ー ス
粗 大 ゴ ミ

１ コ ー ス
燃えないゴミ

（中央消防署のうら）
・診療科目 内科・小児科・受付時間 19：45～ 22：45
茂原市八千代 1-5-4（消防署裏）☎（24）1010

夜間急病診療テレフォン案内  （19：00～翌朝６：00）

プッシュ回線の固定電話からは局番なしの⇒♯8000
直接おかけの場合は⇒☎043（242）9939
相談日時は、毎日夜間　19：00～翌朝 6：00
なお、緊急・重症の場合は迷わず へ「１１９」

夜間急病診療所

１月31日（金）

期日までに納めましょう。

（第４期）
（第７期）
（第７期）
（第７期）

町 県 民 税
国 民 健 康 保 険 税
介 護 保 険 料
後期高齢者医療保険料

３ コ ー ス
粗 大 ゴ ミ

税金、各種保険料は
納め忘れのないよう
にお願いします。
納 税 は 口 座 振 替 を 
おすすめします。
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